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Abstract

Since 2011, Showa Women’s University (SWU) has fostered social contribution and regional collaboration 
through project-based learning (PBL) initiatives with external organizations. This paper begins by reviewing 
the history and current status of these PBL activities at SWU, categorizing their focus areas and examining the 
profiles of partnering entities.
 The study then focuses on the “SWU Tanzanian Girls School Support Project,” a collaboration with 
Group of Kilimanjaro, Inc. (GKI), which supports the Sakura Girls Secondary School (SGSS) in Arusha, 
Tanzania. It evaluates the competence development of participating students and the challenges the project 
faces in amplifying its social impact. A survey of students’ self-reflection reveals that the project enhanced their 
leadership, planning, and management skills while fostering cross-cultural understanding and social awareness. 
However, it also identifies a tendency among students to focus on daily operational tasks, sometimes overlooking 
the broader mission of the projects.
 The paper underscores the importance of aligning operational activities with SGSS’s mission to drive 
social change. By applying the Collective Impact framework, which includes five key enablers, the authors 
propose strategies to enhance multi-stakeholder collaboration to sustain impactful results.
キーワード：大学地域連携，プロジェクトベースドラーニング，異文化間教育，リーダーシップ開発，
コレクティブ・インパクト，女児エンパワメント
Key Word: University-Community Collaboration Project, Project-Based Learning (PBL), cross-cultural 
education, student leadership development, Collective Impact, girls’ empowerment

1. はじめに
　2005年 1月に発表された大学教育審議会のいわゆる
「将来像答申」は，「特に大学においては，全体として , 1．
世界的研究・教育拠点 , 2．高度専門職業人養成 , 3．幅
広い職業人養成，4．総合的教養教育，5．特定の専門的
分野（芸術，体育等）の教育・研究，6．地域の生涯学
習機会の拠点，7．社会貢献機能（地域貢献，産学官連携，
国際交流等）等の各種の機能を併有し」「個々の学校が
個性・特色を一層明確にしていかなければならない」と
述べ，2006年 12月の改正教育基本法では，「大学は，（中
略）成果を広く社会に提供することにより，社会の発展
に寄与するものとする。」（第二章　第七条）と定められ

た。これにより，大学の使命として，「教育」「研究」と
ならび「社会貢献」が明確に位置付けられた。
　本稿では，昭和女子大学が近年取り組んできた「社会
貢献機能」について，学外組織との連携プロジェクトを
中心に概観するとともに，学内で多く展開されている連
携プロジェクトの中から，タンザニア連合共和国アルー
シャ州地域の女子のエンパワメント活動を取り上げ，国
際的な地域連携がどのように展開されてきたかを振り返
るとともに，参加した学生にどのような教育的な影響が
あったかを当事者による自己評価調査によって探り，調
査から見てきた課題と解決への示唆について，マルチス
テイクホルダーによる連携の観点から考察する。

2. 本学における社会貢献機能の概要
　昭和女子大学では，2006年 7月に「コミュニティサー
ビスラーニングセンター」（CSLセンター）を設置し，
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学生が授業で学んだ知識や技術などの専門知識を活かし
て，地域社会でボランティア活動などの社会貢献活動を
実践しながら学びを深める機会を提供してきた。学科に
よってはこれを専門科目の一部に組み込み単位認定して
いる。
　2011年度以降，社会貢献・地域連携への取り組みをよ
り強化し，「地域連携センター」が中心となって，学外
組織との連携によるプロジェクト学修（PBL）を教育課
程の中にも取り入れたほか，「女性のキャリア形成」教
育にも「社会連携」を融合させ，多様な職歴や社会経験
を持つ幅広い年代の社会人女性に学生のメンター役と
なってもらう「社会人メンター」制度が導入された（小
森　2013）。また生涯学習拠点として，ビジネス界の主
流で活躍する女性の育成とそれを促進する男女のための
「キャリアカレッジ」（スクール型研修）を 2014年度よ
り開講，2016年度からは社会における女性の活躍推進を
目指す「ダイバーシティ推進機構」に統合され，次世代
リーダー育成のためのリカレント教育を実施している。
　2013年度からは社会人が自らの実務経験を活かして研
究するための拠点として「現代ビジネス研究所」が，ま
た，学外地域団体と連携して学生が経験学習に参画する
拠点として「昭和デザインオフィス」が開設され，その
後約 10年間に何回かの組織統合を経て，2024年現在，
本学における学外組織との連携プロジェクトの統括機能
は「現代ビジネス研究所」に集約されている。「プロジェ
クト型学修」自体は，各学部のカリキュラムにおいても
展開されており，年々増加傾向にある。そこで本稿の以
下の分析においては，本学「中期計画」において「本学
全体としての社会貢献・地域連携活動」に分類されるプ
ロジェクト，すなわち➀所属学部に関わらず全学部の学
生が参加でき，➁大学が予算や人員を配分し常勤教職員
が顧問を務める，「認定プロジェクト」のみを対象とする。
　2013年度から10年間の本学における学外連携プロジェ
クト件数と，そのうち「地域連携」を目的とするプロ
ジェクト件数の推移は図１の通りである。年度によりか
なり件数のばらつきがあるが，考えらえる要因は二つあ
る。一つは連携先組織の意向と事情によるもの，二つ目
は，連携をコーディネートする教員や職員のリソースの
問題で，これらの学内人材が本務に加えて「担うことが
できる件数」に縛られるという事情である。なお，過去
10年間の社会連携プロジェクトの総件数に占める地域案
件総数の割合は，約 6割であった。
　次に，「地域連携」を目的とするプロジェクトについ
て，連携先組織のタイプ別に内訳の推移を表したのが図
2である。連携先は，おおまかに政府・自治体，民間企業，

市民組織の三つに分かれるが，政府外郭団体や産業・業
界団体，商店街，官民マルチセクターとの協働も顕著な
ため，それぞれ別項目として集計した。
　中塚・小田切 (2016)によれば，工学や農学の領域に
おいて研究開発や研究知見を活用して地域課題に取り組
む連携は従来からあったものの，文学部も含めほぼすべ
ての分野で地域連携が行われているのは近年の傾向であ
ると指摘し，それは「ひとことでいえば，『若者の拠点』
としての大学の特性」であり，第 2次国土形成計画にお
いても，従来にはなかった「大学生」との表現が促進す
べき地域活動として挙げられていることからも，「『多様
な主体』として大学生が位置づいた」と指摘する。本学
における地域連携においても多くはこのタイプで，地域
振興政策を担う地方自治体（世田谷区など）やその外郭
団体，あるいは，地場産業の振興を担う業界団体，もし
くは官民複数のセクターからとの協働が全体の 8割以上
である。
　前掲論文はまた，大学生が参画する新しいタイプの連
携を以下の 4つの型に分類している。➀「交流型」は若
い学生のマンパワーや，応援してくれる仲間，「伴走者」
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＊＊図図表表はは別別ににままととめめるる。。  1 

 図 1．昭和女子大学における学外連携プロジェクト件数の推移（2013-23年度） 2 

注）2013-15年度の件数においては一部, 学部科目プロジェクトと重複しているものもある。本学の常勤教職員が3 
顧問を務め, 社会貢献・地域連携としてプロジェクト認定され , 予算措置のあるプロジェクトが対象。各年度の件4 
数には新規案件と継続案件が含まれている。  5 
出典：学内資料をもとに筆者作成。  6 

  7 

28
26

38
38

21

45

34

29
27

31
27

25

18
15

20
12

27

19

12 13

17 16

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

件
数

学外連携 うち地域連携

図 1 昭和女子大学における学外連携プロジェクト件数の
推移（2013-23年度）

注）2013-15年度の件数においては一部 , 学部科目プロジェクトと重複し
ているものもある。各年度の件数には新規案件と継続案件が含まれている。
出典：学内資料をもとに筆者作成。

出典：昭和女子大学の学内記録より筆者作成

図 2 昭和女子大学における地域連携案件の推移と連携先
の内訳（2013-24年度）
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としての効果に期待，➁「価値発見型」は外部者の目を
通して，地域資源の見直しがおこなわれるという，いわ
ゆる「交流の鏡効果」に期待，➂「課題解決型」は地域
の抱える課題に対して，具体的な実践活動を通し，解決
を試みる，➃「知識共有型」は教員や大学院生が中心と
なり，専門知識をもって地域課題の解決に貢献するタイ
プのプロジェクトである。➀「交流型」のように「主体
者の専門性」が低く「地域の当事者意識」が弱くても成
立するものから，「専門性」と「当事者意識」が高くな
るのに応じて➁から➂「課題解決型」，➂から ➃「知識
共用型」へと，段階的な発展・成長が期待できるという。
　本稿が対象とする連携プロジェクトでは，実施の初年
度段階では，学生が地域を訪問し，地元の人々と一緒に
祭りを運営したり，インバウンドツーリズムのための魅
力を再発見したりするなど，学生の「よそ者」パワーを
活かした➀➁のタイプが多い。一方，継続事業として複
数年度にわたって活動していると，次第に学生の知識や
経験が蓄積され，学生がデザインしたアクセサリーを地
場産業で商品化する，定番のスナック菓子の新タイプを
開発するなど，徐々に➂のタイプへと発展している。中
には，佐賀県有田町のように自治体と本学との包括協定
締結に発展する場合もある。➃のタイプは，学部や大学
院の専門科目（ゼミナール等）の中で展開されているケー
スが多い。

3. 連携案件の運営と学生の学修機会
　本学の認定プロジェクトとして，教職員や予算など
のリソースを配分する以上は，一定のアカウンタビリ
ティーを担保することが必須であり，試行錯誤を経て仕
組み作りを行ってきた。本学現代ビジネス研究所におけ
る連携プロジェクトは，➀毎年度ごとに，プロジェクト
の顧問となる教員が申請書（目的，連携内容，スケジュー
ル，期待される教育効果，予算書）を提出，➁学部横断
で任命された教員による「運営委員会」にて審査という
手順で認定される。➂その後学内に学生募集が周知され，
プロジェクトごとに学生の選抜が行われる。➃認定後は，
連携先との協定・契約の締結と，対外発信のためのブロ
グ（S-Labo）投稿が強く奨励されている。
　個々のプロジェクト活動のマネジメント支援として，
➀学生のための PBLセミナーを前期に 5回（「プロジェ
クト参加にあたって知っておくべきこと」「プロジェク
ト活動を効率的に進めて成果を得るヒントとリーダーの
役割」「プレゼンテーション研修：聞き手を絞ると見え
てくるプレゼン準備」 「チームビルディングとコミュニ
ケーション」「プロジェクトを動かす：実務で知ってお

くべきこと」），➁顧問の教員とともにプロジェクト運営
に関わる職員のためのファシリテーター講座を 2回（「基
本のファシリテーター技術を学ぼう」「コミュニティデ
ザインやワークショップ企画を学ぼう」）を実施してい
る。大学は毎年学生が入れ替わるため，1年単位で，あ
る程度の成果が求められる。メンバーが固まる 5月頃か
ら前期終了前までに，連携活動と並行してこれらの動画
講座を視聴することで，担当する教職員や学生の実務ス
キルが少しずつ向上し，本来のプロジェクト目標に向け
た本格的な活動により早く突入できる。
　PBLセミナーを終えた 8月～ 9月の夏季休業期間は，
学生たちが連携活動に専念できる貴重な時間である。こ
れらの体験を経て毎年 10月に「中間報告会」を開催し，
プロジェクトごとに 20分程度の発表と質疑・討論を実
施している。ここには連携先組織の担当者や，現代ビジ
ネス研究所運営委員，プロジェクト顧問教員，ファシリ
テーター，時には学長や担当副学長も参加し，共通の課
題を見出したり，他プロジェクトが持つ実務スキルや活
動のベストプラクティスを共有したりする場となってい
る。年度末の 2月には「成果報告会」が義務付けられて
おり，中間報告会での気づきを克服できたか，年度当初
のプロジェクト目標は達成できたかについて，中間報告
会と同じように連携先組織や担当教職員らが出席して総
括が行われる。
　こうしたプロジェクトに学生が参加するきっかけは，
多くの場合，全学部の 1年生が履修する必須科目「実践
倫理」の 1コマである。PBLの定義，教育目標，期待さ
れる成果，PBLを経験した学生による体験談などを毎年
講義しており，各自の 4年間の学修計画にプロジェクト
学修を組み込むことを奨励している。
　このような事前と事後の学習が整備された背景には，
もう一つ，学外との連携プロジェクトには「インターン
シップ」に科目認定されるものが含まれているという事
情もある。単位を付与するからには「やってみた」とい
うレベルにとどまることのないよう，5回のセミナーに
よる「インプット」と，それを実践に移す「アウトプット」，
中間・期末の報告会による「反復」というサイクルにし
ているのである。
　連携プロジェクトの活動や成果は，ブログ投稿やメ
ディアによる報道等を通じて広く知られるようになり，
入学直後から参加を決める学生も増えており，毎年延べ
約 200人が参加する（一人で複数のプロジェクトに参加
する学生もいる）。なお，2024年 11月現在の認定プロジェ
クト一覧は表 1の通りである。
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4. 事例：「タンザニア女子中学校支援プロ
ジェクト」

　昭和女子大学では，2013年度以降 23年度までに延べ
194件の地域連携プロジェクトが実施され，そのうち，
国際間の地域連携は 3件であった。2018年度の「ベトナ
ム・ホイアン市民交流支援プログラム」，2019年度の「ハ
ノイ市ドンラム村集落保存協力のための女性リーダー交
流支援プログラム」，そして 2022年度から始まった「タ

ンザニア女子中学校支援プロジェクト」である。
　本章では，上記 3件の国際間地域連携のうち，「タン
ザニア女子中学校プロジェクト」を取り上げ，その枠組
みと活動を振り返るとともに，それらの活動経験が参加
した学生にどのような影響を与えたかについて当事者に
よる自己評価調査を行い，教育的成果や今後への課題に
ついて考察する。

表 1 昭和女子大学 2024年度認定プロジェクト一覧
1（新）※ クリエイティブラーニングデザイン パナソニックホールディングス株式会社 民間企業・業界団体
2※ 多気町応援プロジェクト 2024 三重県多気町役場 政府・自治体・外郭団体
3※ 食を通じた地域支援応援プロジェクト ～

みんな食堂～ 一般社団法人ハイコラ 市民団体・非営利団体

4※ 東伊豆町魅力発信プロジェクト 静岡県東伊豆町役場 政府・自治体・外郭団体
5（新）※ 信金って？

街や若手起業家を応援する信金を親近に
するプロジェクト

城南信用金庫 民間企業・業界団体

6※ 大井町プロジェクト
東明学林 神奈川県大井町役場 民間企業・業界団体

7※ 松田町プロジェクト
東明学林 神奈川県松田町役場 政府・自治体・外郭団体

8（新） 国際手話普及促進プロジェクト 東京都生活文化スポーツ局 国際スポーツ
事業部 政府・自治体・外郭団体

9（新） 昭和女子大学×真多呂人形プロジェクト 株式会社真多呂 民間企業・業界団体
10 昭和女子大学×リコーブラックラムズ東

京パートナーシッププロジェクト 株式会社リコー 民間企業・業界団体

11 ABC Cookingのサステナテーブルプロ
ジェクト ABCサステナテーブル 民間企業・業界団体

12（新） Sustainable Dining 学生食堂ソフィア
iiMaquet 民間企業・業界団体

13※ 久慈市インバウンド戦略プロジェクト
2024 岩手県久慈市役所 政府・自治体・外郭団体

14 どさいぐ？鶴岡プロジェクト 山形県鶴岡市役所 政府・自治体・外郭団体
15 木曽漆器デザインプロジェクト 一般社団法人塩尻・木曽地域地場産業振興

センター 民間企業・業界団体

16※ 鶴岡再発見プロジェクト 2024 山形県鶴岡市役所 政府・自治体・外郭団体
17 顧客・ユーザー分析とサイトのアクセス

解析プロジェクト 公益財団法人パブリックリソース財団 市民団体・非営利団体

18（新） バンライフで考える　風の時代の暮らし
方プロジェクト 株式会社MeiMei 民間企業・業界団体

19（新） 多摩川の地域・風土性を活用した環境芸
術・デザイン　－奥多摩地域編－ 株式会社 Zero, 公益財団法人東急財団 , 他 セクター横断連携

20（新）※ 舞台芸術プロジェクト －講義と実践から
学ぶミュージカルの舞台－

株式会社東宝エージェンシー , ケーエム
ミュージック , 人見記念講堂 民間企業・業界団体

21 カルビー「ポテトチップス」×昭和女子
大学
アイデアをカタチにプロジェクト

カルビー株式会社 民間企業・業界団体

22 江戸文化の残る浅草の魅力を伝えるプロ
ジェクト --- ---

23（新） 大学活力で健康長寿を応援する 共生会 SHOWA 市民団体・非営利団体
24 Sakura Girls Secondary School（タンザニア）

支援への市民参加促進
一般社団法人キリマンジャロの会 , Mercer 
Japan 市民団体・非営利団体

25 東伊豆にこらっしぇ NEXT東伊豆 , 東伊豆町役場 政府・自治体・外郭団体
26（新） こども食堂ひだまり iiMaquet 民間企業・業界団体
27（新） 昭和女子大学×キネコ国際映画祭プロ

ジェクト (株 )東急レクリエーション 民間企業・業界団体

28（新） CAFE3プロジェクト 株式会社アイ・ビー・シー・エス 民間企業・業界団体
注：（新）は新規プロジェクト。※はプロジェクト協働型インターンシップとして単位認定するプロジェクト。
出典：学内資料より筆者作成。
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4.1. タンザニア女子中学校支援プロジェクトについて
　「タンザニア女子中学校支援プロジェクト」は，タン
ザニア連合共和国北部のキリマンジャロの麓にある国内
３位の都市・アルーシャ地区の郊外に，日本とタンザニ
アの市民協力によって創立された「さくら女子中学校」
を，昭和女子大学に在籍する大学生の視点から支援を行
うことを目的に，2023年に活動を開始した。主な連携先
は，日本側の中核的支援団体として 「さくら女子中学校」
の創立に関わり学校運営と支援を担っている，一般社団
法人「キリマンジャロの会」である。以下に関係する組
織の概要を述べる。

4.1.1. 「さくら女子中学校」（Sakura Girls Secondary School）
　「さくら女子中学校」（前期中等教育，Oレベル）は，
校名の日本語が示唆するように，日本の市民や企業，政
府 ODAなどによって 2016年に設立された全寮制の学校
である。
　タンザニアにおいて女子の Oレベル進学率は 41％であ
るが（UNICEF, 2023），家族および地域社会の文化・慣習・
経済事情により，4年間の課程を修了する生徒の率はさ
らに低いと言われている。阻害要因としてよく指摘され
るのが，10代前半での結婚，10代半ばでの出産が多い
ことだ。地方では未だに一夫多妻制の習慣が残っており，
小中学生との結婚は違法とされているものの，法を回避
するために少女の家族への金品の代償として望まない結
婚を強いられるケースもある（米国務省　2022）。
　一方で，アフリカ諸国ではMDGsの成果もあって若年
層人口が増えており，今後の発展可能性の高さから「ラ
スト・フロンティア」と呼ばれている。タンザニアも例
外ではなく，豊富な鉱山資源の輸出，観光業，製造業輸
出，港湾サービスの拡大に力を入れていることなどから，
6–7％の経済成長を続けてきた。国民の平均年齢が 28歳
と若く，女性一人当たりの出生率は 4.8人前後で推移し
ており，今後数十年にわたって労働人口が増加すること
が見込まれる。これらの経済資本を背景に，工業化と人
間開発を促進して「中所得国」となろうという国家開発
計画を掲げ，高度人材の育成を目指しているところであ
る。このような国を挙げての成長の機運から，女性が取
り残されることのないよう，学習意欲のある女子に質の
高い教育へのアクセスを提供することを目指して設立さ
れたのが「さくら女子中学校」である。
　この学校の教育の特徴は三つある。一つは理数系教育
の強化である。DX産業をはじめとする先駆的産業の多
くが，理数系の知識を基盤としていること，また，性別
役割分担の意識が強く，家父長的な慣習が強い社会で女

性がキャリア形成するには，医師や技術者，科学者など
自然科学領域の専門職が有望であることから，数学，化
学，物理，生物を強化したカリキュラムを開発・導入し
ている。
　二つ目は，生徒中心・対話型の授業手法である。多く
のタンザニアの公立学校では，1教室に 60人ほどが着席
し，教員が板書する講義内容を暗記する「講義型」が一
般的である。タンザニアでは中学 2年次と 4年次に国家
学力試験があり，そのスコアが高校選抜や大学の選考に
大きく影響する。進路のためには「正解」を暗記してで
も高得点を取る必要があり，それが深い学びや洞察力や
主体性の醸成を妨げている面がある。
　このため，「さくら女子中学校」は，1教室 30名程度で，
教科書は一人一冊ずつという学習環境を確保し，暗記で
はなく，教員やクラスメイトとの対話を通して自発的に
解を模索するプロセスを重視している。例えば，人権を
めぐるディベートを行ったり，理科の実験室と実験器具
を備え，各自がそれらを操作するといった手法である。
　三つ目は国際理解・対日理解の一環として，カリキュ
ラムの中に日本語・日本文化の授業を取り入れている点
である。日本の高校生や大学生，専門家らが，渡航して
特別授業を実施することもある。こうして日本や国際社
会への視野を広め，将来は日本とタンザニアの架け橋と
なってくれることが期待されている。
　これらの特色ある教育の効果は年々顕著となってい
る。第 6期生 (2023年度卒業生 )の進学状況は，91%が
高等学校へ（全国女子平均は 18％），また全体の半数
が高校理数系トラックに進んだ（全国女子平均は 8%）
（UNICEF, 2023）。政府が公表する学校別のランキングに
おいても，2023年にアルーシャ地区の中学校約 60校中，
4位となり，今ではタンザニア全土から入学志望者が集
まるようになった。

4.1.2. 一般社団法人「キリマンジャロの会」について
　「さくら女子中学校」を構想したのが，一般社団法人
「キリマンジャロの会」である。初代代表理事で教育者
であった故・岩男壽美子（1935–2018. 慶応大学名誉教授）
が 2014年に創立，教え子らを中心に社会人が集い，全
員がボランティアで活動して，2016年に「さくら女子中
学校」を開校した。同会は，学校に対し，経済的理由に
より学習機会に恵まれない女子生徒のための奨学金の付
与（2024年現在，約 2割の生徒が奨学金で学んでいる），
先駆的教育のための教授法や学習器材の提供，持続可能
な学校運営のための専門家派遣やコンサルティング等を
行っている。民間企業も物心両面での支援をしており，
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2021年度には，グローバル・コンサルティング企業であ
る「マーシュ・マクレナン」のグループ会社「マーサー・
ジャパン」の社会貢献プログラム「P.A.G.E 150」の支援
先の一つに選抜され，それ以来，同社との連携は現在も
継続している。

4.1.3. 昭和女子大学「タンザニア女子中学校支援プロジェ
クト」
　本学における「キリマンジャロの会」との連携は 2022

年度に始まった。きっかけは，筆者（今井）が同会の常
務理事を兼ねていることから，途上国の女子のエンパワ
メントを，同世代の日本の女子大学生がピアでサポート
する活動として，認定プロジェクト申請をしたことであ
る。活動内容は，「キリマンジャロの会」の取り組みの
うち，学習意欲はあるのに経済事情等により機会に恵ま
れない女子への奨学金や学習器材購入のための募金活動
と，日本語・日本文化の授業をオンラインで提供するこ
とである。これらの活動を学生が主体となって行うこと
で，市民による支援の拡大を目指すアウトリーチ活動を
経験学習することも目的としている。教育的効果として
は，学生の，「目標に向かって多角的に考えやり遂げる力」
や「主体的に目標を設定する力などの社会人基礎力」を
養うほか，「社会に貢献する力」を高めることが期待さ
れている（認定プロジェクト申請書より）　。顧問教員（今
井）の役割は，活動の開始時における連携先組織との交
渉調整，予算や助成金の執行承認，プロジェクトマネジ

メントに関する学生への助言等である。
　このプロジェクトでは，キリマンジャロの会のほかに，
マーシュ・マクレナン，ダイハツ東京販売株式会社，西
武信用金庫などの協力を得てもおり，全体の連携図は図
3の通りである。
　本プロジェクトの時系列の活動一覧（2022–23年度）
は以下の通りである。後述する学生自身による自己評価
調査の回答等で言及されている活動項目には下線を引い
た。

2022. 4 ・昭和女子大学現代ビジネス研究所認定プロ
ジェクトとして活動開始。

2022.5 ・マーシュ・マクレナンのオフィス（東京ミッ
ドタウン）を訪問，同社の DE＆ I担当チーム
と顔合わせ。

2022.7 ・アウトリーチ活動として一般の人々に「さ
くら女子中学校」について知ってもらうため
のオンライン・イベントを企画。コロナ禍が
終結し，海外渡航が再開された夏であったこ
とから，メンバーの多くが短期海外留学中で
あったため，企画・告知・資料作成・実施の
すべての工程を，米国ボストン，地中海のマ
ルタ共和国，日本，タンザニアから，時差を
乗り越えてオンラインのみで行った。リハー
サルでは，マーシュ・マクレナンの社員から，
プレゼン内容の改善，声や表情の維持，表示

図 3 「タンザニア女子中学校支援プロジェクト」における学外組織との連携図
出典：筆者作成
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資料の切り替えタイミング，プレゼンに要す
る時間の厳守など多岐にわたる助言があった。
告知には「キリマンジャロの会」「マーシュ・
マクレナン」も協力し，当日は約 60名の参加
者を得た。

2022.10 ・11月に行われる学園祭「秋桜祭」にて募金
のためのバザーを行うため，「商品」として，
コーヒー，紅茶，ナッツ，手縫いのポーチ，
動物の小物など，タンザニアの物品を仕入れ
るため，オンライン買い付けを行った。「さく
ら女子中学校」に駐在する日本人スタッフが
現地の市場から zoomで生中継し，日本から
学生が商品を選び，リアルタイムで買い付け，
日本へ空輸した。学生が画面越しに英語で市
場の店主と交渉したり，予算管理では，物品
購入費以外に，空輸に伴う輸入手数料が発生
することなど，国際的な活動では時差・言語・
経費が掛かることを経験。
・学生による「日本語教室」をオンラインで計
3回実施。現地に駐在する日本人の日本語教員
がサポートして，「さくら女子中学校」の生徒
を対象に，日本独特の食べ物の紹介，動画を
使った盆踊り体験，中継による折り紙体験な
どを行なった。13歳から 17歳が在籍する「さ
くら女子中学校」の生徒にとって，日本の女
子大学生との交流はとても楽しいものであっ
たと感想が寄せられた。一方，通信インフラ
が安定しないタンザニアとのオンライン授業
では，動画など重いデータを使うと中断して
しまうことや，ゆっくりはっきりした英語で
ないと伝わりにくいことなどを実践すること
ができた。

2022.11 ・学園祭において初めてのバザー実施。ダイハ
ツ東京販売株式会社の協力により，屋外店舗
型車両 Nibakoを借り受け，担当者の指導を受
けながら「店づくり」を体験した。顧客が立
ち寄りたくなるレイアウトや飾りつけ，商品
の魅力とバザーの目的を正確に伝える技術な
ど，マーケティングの基礎を実体験すること
ができた。2日間のバザー寄付金の合計は約
32万円で，これは「さくら女子中学校」の生
徒２人分の 1年間の学費と寮費に相当する。

2022.12 ・学園祭での実績を評価した「キリマンジャロ
の会」のメンバーから，東京農大世田谷キャ
ンパスで休日の午前中に開催される物産販売

イベント「農大 GAマルシェ」を紹介され，
初めて参加。タンザニアとは縁のない地域住
民に対し，活動を知ってもらい募金に協力し
てもらうためにはどうしたらよいか試行錯誤
しながらの活動となった。

2022.3 ・有志学生 6名と教員 1名が，1週間にわたり
「さくら女子中学校」を訪問。ドーハ経由での
長時間の飛行に加え，途上国でのホテル暮ら
し，国立公園でのサファリなど，多くの新た
な体験をしつつ，日本文化のための特別授業
を実施した。手作りかるたを使った「日本語
ゲーム」，大豆を箸で運ぶ時間を競うゲーム，
国連女性デー（3月 8日）にちなんだジェンダー
ギャップ指数に関する授業などを行った。ま
た，日本から持参したカレールーを使い，大
鍋で野菜と肉を煮込んで日本風のカレーを作
り，全校生徒とともに楽しんだ。「さくら」の
生徒たちが歓迎会を行い，日本の J-Popを合唱
したり，少しずつためてあった日本の菓子の
銀色の包装紙を細かく切って飾り付けるなど
手作りの歓迎ぶりに感涙する学生も。
・農大 GAマルシェに出展。

2023.4 ・G7富山・金沢教育大臣会合を記念して開
催された「私たちのウェルビーイングユース
フォーラム@富山」（主催・北日本新聞社）
に筆者の石川がパネリストとして招聘され，
本活動についてプレゼンするとともに，パネ
ル討論を行った。この模様は５月に北日本新
聞に掲載された。
・西武信用金庫「地域みらいプロジェクト」助
成金に採択される。この助成金を原資にバザー
物品の購入や活動経費を管理するプロジェク
トの経理業務が始まる。

2023.6–7 ・学生によるタンザニア訪問，募金バザー，オ
ンライン日本語教室などの活動が，BSテレビ
東京「日経ニュース９」及び日経新聞の取材
を受け，「チーム池上が行く！」として放映（6

月），記事が掲載される（7月）。
2023. 8 ・オンラインによる日本語教室を計 4回開催。
2023.9 ・マーシュ・マクレナン（東京ミッドタウン）

を訪問，これまでの活動報告と今後の計画に
ついて話し合う。
・ダイハツ東京販売株式会社が販売拠点で開催
する「マルシェ」に出展，Nibakoを使った店
舗で地域住民を対象にバザーを実施（府中市）。



34 大学地域連携学研究　4

2023.10 ・現地に駐在する日本人スタッフと学園祭バ
ザーのための商品について仕入れの打ち合わ
せ。何をどれくらい仕入れ，いくらくらいで
提供するかを計画。

2023.11 ・学園祭でバザー実施。急激な寒波と雨により
屋外車両店舗の Nibakoの集客が伸びず，募金
総額は約 29万円にとどまったが，生徒約 2名
分の支援が可能となった。
・ダイハツ東京販売による Nibakoを活用した
マルシェ（立川）。

2023.12 ・年末調整の時期に「ふるさと納税」などが活
発化することを参考に ,「クリスマス寄付イベ
ント」をオンラインで開催。
・坂東眞理子基金（昭和女子大学総長）の
Sakura fellowshipにより，タンザニアから 2人
の留学生が来日。昭和女子大学附属校 4年生
のグローバルクラスとサイエンスクラスに在
籍し，ホームステイをしながらの 3か月の高
校生活が始まる。12月から 3月の滞在中，本
プロジェクトの学生メンバーらが企画して，
浅草での着物体験，豊洲のチームラボ，カッ
プヌードルミュージアム横浜や東京ディズ
ニーランドを体験したほか，東京農大で学ぶ
タンザニア人大学院生との対話，キリマンジャ
ロの会と合同で，宇宙飛行士の山崎直子氏や
警察庁の青山彩子・警察庁長官官房審議官（国
際担当）による特別講義，羽田待機場見学な
どを実施。附属校では中高 6学年の全校生徒
の前で，タンザニアについて発表した。

2024. 2 ・タンザニア留学生が BSテレビ東京「日経
ニュース 9」及び日経新聞の取材を受け，「チー
ム池上が行く！」として放映（1月），記事が
掲載される（3月）。
・2月 14日には，駐日タンザニア日本大使や，
支援者（社）を招いた「タンザニア留学生を
囲む会」をキリマンジャロの会と合同で開催，
約 80名が参加した。

2024.3 ・本プロジェクトの初代メンバー（本稿の筆者
および調査対象者）が卒業。

4.2. 調査の目的
　4.1.で述べた活動経験は，参加した学生に大きなイン
パクトを与えたが，本稿では具体的にどのような成長を
感じていたのかについて調査を行った。当該プロジェク
トに特徴的な➀国際経験を通した社会に貢献する力の獲

得，➁社会人基礎力・コンピテンシーの変化，➂学生時
代の経験が社会人となった今どのように生かせているか
について，明らかにすることが目的である。
　社会連携プロジェクトの教育的な効果の先行研究に
は，現代ビジネス研究所紀要に掲載された論文がある（宮
脇ほか，2018）が，本稿は単独事例であることから統計
的な解析は行わず，先行研究のアプローチを踏襲しなが
ら定型の質問を用意し，それに対する当事者の回答から，
共通の特徴や傾向，課題等を見いだすことを試みる。

4.3. 調査対象
　調査協力者（以下協力者）は在学中「タンザニア女子
中学校支援プロジェクト」に参加した，2023年度卒業生
７名（全員，グローバルビジネス学部ビジネスデザイン
学科所属）を対象とした。協力者一覧は表2の通りである。
　タンザニア女子中学校支援プロジェクト」は学内複数
の学科からや約 20名が参加してスタートしたが，立ち
上げから卒業までの 2年間継続してこの活動に関わり，
プロジェクト運営に関わる中心的な役割を担っていた学
生は 7名であり，ヒアリングにはその全員が回答を寄せ
た（7名の内 2名は共同筆者であるが，プロジェクトの
活動およびプロジェクト内の組織運営について精通して
いるため，本調査の対象として適切であると判断した）。
ヒアリングを経て同意を得られた人の中から，今回面接
対象として選出した協力者はその内 5名である。 

4.4. 調査方法と時期および分析手順
4.4.1. 調査方法と時期
　調査方法はグーグルフォームを使ったヒアリングと，
インタビューガイドを使った半構造化面接調査である。
ヒアリングの質問項目と面接調査のインタビューガイド
は附表 1-1，1-2の通りである。
　ヒアリングでは，➀宮脇ほか（2018）で追加の質問と
して設定された，社会人との協働を通じて得たことを問
う設問群，➁協力者たちが在学中に 2度受検した経験が
あるジェネリックスキルの評価テスト「PROG」（注）が
定めるコンピテンシー項目（親和力，協調力，統率力，
感情制御力，自信創出力，行動持続力，課題発見力，計

表 2 調査協力者一覧
ID プロジェクトにおける担当業務
A バザー統括 , 商材仕入れ・管理
B 日本語・日本文化 , 秋桜祭資材管理
C 広報活動統括
D 日本語・日本文化 , 商材仕入れ
E 日本語・日本文化統括
F 全体統括
G 予算・経理 , 商材仕入れ・管理
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画立案力，実践力）について問う設問群，➂プロジェク
トに参加する前に抱いていた期待と結果についての設
問群，➃異文化体験学習におけるベンチマークとして
Association of American College and Universitiesが定める項
目（異文化受容力，国際社会と文化への理解力，共感力，
コミュニケーション力，好奇心，開放性）について問う
設問群，の 4部構成で，➀➁については 5段階の回答群（と
てもそう思う，ややそう思う，どちらでもない，あまり
そう思わない，全くそう思わない）から，➂については
自由記述，➃はもっとも自分に近いものを，項目ごとに
定めた 4つのベンチマークの中から選択する方式で選択
し，それぞれについて「それに関する印象深い出来事」
も自由記述してもらった。
　ヒアリングを経て，同意を得られた人に対して行った
面接調査では，基本属性のほか，➀異文化（海外）との
交流という観点でこのプロジェクトを通して，印象に
残っている出来事，➁ PROGのコンピテンシー項目（附
表 1）の中で，このプロジェクトを通して一番力が身に
着いたことは何か，➂社会人になった現在活かせている
具体的な力は何か，である。
　調査時期は，2024年 11月 5日から 11月 12日で，一
人あたりの調査時間は 20–30分であった。ヒアリング
フォームおよび面接調査時には，大学地域連携学会の倫
理規定に従い，調査協力者に対する「説明と協同」につ
いて文書を用いて説明した。回答内容はグーグルドライ
ブに記録されること，音声は ICレコーダーで録音する
こと，また，これらのデータの保全期間や責任者等，イ
ンフォームド・コンセントが必要な各種項目について，
調査対象者からの同意を受けて実施した。

4.4.2. 分析手順
　質問項目に沿って調査協力者から得た回答データ（自
由記述や語り）について，大谷（2011）が開発した
SCATの手法を援用して，繰り返し現れる内容や強調さ
れている表現を抽出し，質問の目的に照らして解釈・分
析を行った。以下では，協力者の発言を＜＞で直接引用
し，その発言者の IDを（　）に付与した。直接引用の
中で文意を補う必要がある場合には筆者が [ ]で付記し
た。

4.5. 調査の結果
4.5.1. 社会人との協働について
　「社会人との協働」については全員が肯定的にとらえ
ていた。＜マーサーさんや（中略）キリマンジャロの会
の方々との関わり。普段お会いする機会のない経歴の方

とお会いできた＞（G），＜オンライン買い付けや留学
生との交流では，タンザニアの方［社会人］と会話をす
ることができ，絶対に出会うことのなかった人に会うこ
とができた＞（C），＜マーサー・ジャパンのオフィス訪
問は自身にとって初めての経験で，社会人の［堅実，ま
じめな］イメージがある中でフレンドリーに接してくだ
さった＞（D）など，協働した経験自体が強く印象に残っ
ていることがわかる。
　また，社会人から教わったビジネススキルとしては，
＜ SNSの活用方法について教えていただいた＞＜オンラ
イン買い付けの時に，割ける時間は有限であると指摘を
受けた＞（D）ことや，＜マーケティングに関するお話
を伺い，実際にビジネスの視点を学ぶことが出来ました。
集客するためにどこに告知をするかなど考える参考にさ
せていただいていました＞（C）などが挙げられた。
　率直に社会人の実力を感じたとのコメントも多く，＜
大きな企業の方と一緒に何かする機会はなかなかないこ
とだし，資料作成でも学生にはないいろいろなアイデア
を持っていてすごいと感じた＞（B）＜お仕事絶対忙し
いのに，こっちのこと［学生への協力］もやっていて，（ひ
とつひとつのタスクを）その時間内に終わらせるみたい
なのが，すごいなって＞ (B)，＜学生のとき，レポート
とかだったら期限までに終わらせればいいかな，みたい
に結構ゆるくやってたけど，決められたこの会議の中で
ここまでは行く，とか，そういうその会議にちゃんと意
味を持たせてやってるとことか，時間内にちゃんと終わ
らせようとか，そういう，時間の意識がなんかすごい＞
(B)，＜自分より立場が上の方がいる中でもちゃんと自分
の意見を言ったりとか，なかなか自分が今できるかって
言われたら，ちょっとやりづらいこと［を自然にやって
る］そういう人と大学のうちに関われたのは良かったな
とは思う＞ (B)と述べている。

4.5.2. 異文化交流として印象に残っていること
　もっとも強い印象として挙げられたのは直接的な交流
体験であった。＜タンザニア訪問・特別授業。実際にタ
ンザニアに行って文化や生活を身近に感じ，支援してい
た SGSSの生徒に会えたことがとても嬉しかった＞（G），
＜日本語教室で作った授業の受けが良かった時です。一
番いい授業を作れたという気持ちがとてもうれしかった
し，どんどんプロジェクトが前に進んでいる感覚があり
面白かった＞（E），＜さくら女子中学校からの留学生 2

人との交流＞（D）＜［現地訪問のあと，日本に来た］
タンザニア人留学生との交流で，再開できたのも，嬉し
く大切な思い出＞（G）と述べている。



36 大学地域連携学研究　4

　タンザニアでは女子が学習機会を得ること自体が難し
いこと，得られたとしても日本のような学習環境が当た
り前ではないことから，強い熱意を絶やさずに勉学に励
むタンザニアの女子中学生の姿を見て，自分自身の置か
れた環境を充分に生かさなければいけないと認識を新た
にしたというコメントも多く，＜大学に行くのが当たり
前とか，就職して当たり前とか，当たり前，で，なあな
あで来ちゃったところがあった＞（B）が，さくら女子
中学校学生は＜いい環境で学べることが全然当たり前
じゃないって，彼女たちは思っている＞（E），また，＜
勉強への熱意みたいなのが，ちょっと私たちとは違うな
と思って＞（E）＜自分の将来の夢について，ちゃんと
考えている度合いが全然違うなと思った＞（B），＜か
わいそうみたいなイメージはそんなに思ってなかったけ
ど，やっぱり普通に現地で暮らしている子たちは，すご
く明るくて，前向きに頑張っていて，っていうのはやっ
ぱり一番現地に行った時も思った＞（A）と述べている。
　一方で，「さくら女子中学校」の現地駐在員から＜普段，
彼女たちが何に興味持っていて，普通の 1日のタイムス
ケジュールがどんな風で＞（E）など，生徒たちの日常
生活を知ることもあり，日本の女子学生と変わらないと
感じることも多々あったようである。化粧品やファッ
ション，素敵な異性に対しての興味など，同世代の女性
として似た興味関心を持っていることが雑談など通して
わかり，＜なんか意外とイケメン好きなのって，どこの
国も変わらないんだ＞（E）と話している。
　このように，活動を通してタンザニアの女子学生への
理解を深めていくことで，自分自身とタンザニアの女子
学生の置かれている環境の違い，自分自身の将来を切り
開いていく熱意の強さなど「彼我の差」を感じた人が多
かったと同時に，同世代の女性として共通する興味や関
心を知ることで，異文化，発展途上国に対してのバイア
スやステレオタイプを壊すことが出来たと感じているこ
とも分かった。そのうえで，＜彼らの人柄とかを知るこ
とで，よりもっと関わりたいな，力になれることしたい
なっていう思いがどんどん深くなっていったなって思う
＞（A）と社会に貢献したいという意欲を示したコメン
トもあった。

4.5.3. 社会人基礎力として身に着いた力
　社会人基礎力に関しては全員が「自信創出力」「協働力」
「計画立案力」が身に着いたと回答していた。
　まず「自信創出力」に関しては，＜コロナの影響があ
りどのような活動ができるのか＞（G）＜前例もなくど
んなことができるのかはっきりしていなかったのでとて

も不安＞（F）だったが，＜コロナ禍で学んだオンライ
ンでのかかわり方がグローバルな活動をするうえで役に
立った＞（G），＜チーム分けがうまくいき分担ができて
いた，担当教員のサポートが偉大であったと感じている。
その一言が与える影響力は大きく，より良い発想にあと
一歩届かないときの助言が的確で，改善までの道が見え
ていくのを感じた＞（D）また，＜普通に留学生との関
わりだったら，もうシンプルに英語力［が問題］＞ (B)

で＜英語できないから，みたいな，自分に負い目を感じ
た＞ (B)こともあったという。しかし，活動を終えてみ
た今，＜英語を話せるに越したことはないが，拙い英語
でも伝えようと頑張れば伝わる＞（B）と何とかコミュ
ニケーションを成立させた経験によって自信を得たこと
がわかる。
　「協働力」では，＜結構みんなで相談し合って進めら
れていた部分あるかなって思って。意見出し合って，協
力しながらできていた＞（C），加えて，＜チームの中で
の自分の立ち位置，担当としての自分のやるべき範囲の
ことを，どうやってやるかを一緒に相談して考えたり，
それを他のチームの人に話してどうやって改善できるの
かをみんなで考えたりとか，所属するチームが違っても，
最終的にはみんなで話してより良い形になるように改善
していくっていう機会があったのはすごい思［っている］
＞（D）とし，メンバー間での連携と助け合いの経験に
達成感を持っていることが窺える。 

　「計画立案力」については，プロジェクト運営展開し
ていく過程で高められたと答える人が多く，＜どうやっ
たら［プロジェクトの］認知を広げられるかを，広報の
担当たちで話して進めたり，インスタの企画とかも考え
ていた＞（C）など，目標に向かって戦略に考え，それ
を実践できたことが前向きな自己評価につながっている
と思われる。
　また，「統率力」や「実践力」についても自己評価が
高く，「統率力」については＜広報チームのリーダーと
して指示だしや全体把握を行った。一人ひとりの役割を
明確にすることの大切さを学んだ＞（C）＜日本語教室
のリーダーを通して後輩と協働することで学ぶことがで
きた＞（E），＜学園祭を中心に活動のグループ分けがな
されたが，自分の役割があったことで自身が責任を持っ
て遂行しなければならず，期日と達成基準を設けて取り
組むことができた＞（D）といったコメントがあった。チー
ムマネジメントについても，＜（日本語統括リーダーと
して）誰かが何かできなくても，責めるような言い方じゃ
なく，モチベーションを上げてあげる＞（E）よう気を
付けたとの述べており，業務の指示において士気を下げ
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ないよう心掛けていたことがわかる。
　「実践力」では 2年間通じて活動に取り組んだことを
振り返り，＜ 1年目にできなかったこととか，もっと
改善が必要だったなって思うことを次に活かすことがで
きる体制や仕組みができていた＞，＜経験して見えてく
る部分がある分，その経験値をもってもっと高められる
ように，考えて，話し合って，実践するっていうのが
できていた＞（D）と述べ，2年という時間軸の長さが，
PDCAサイクルの実践を可能にしたようである。

4.5.4. 社会人になって活かせた力
　回答からは，社会人になってから改めてこの活動経験
を振り返ると，「統率力」や「計画立案力」の遂行において，
「協働力」をうまく発揮できていたり，「実践力」の発揮
において PDCAが自然に回せていることが窺えた。
　たとえば，プロジェクト活動中に，リーダーとして常
に複数人と連携を取りながら進行させ，締切を守ってプ
レゼンテーションをしたり，ディスカッションをまとめ
たりした経験をしたことから，社会人になって＜物事を
中心に立って動かす時のスケジュール感覚＞（E）や，
＜（メンバーへ）役割を振ったり，今日はこういう内容
でやろう，という計画力＞（A）が発揮できたと述べて
おり，チームで迅速かつ着実に成果を出すことが求めら
れる企業組織では，これらのスキルの応用・活用が即可
能であったと思われる。
　また，職場で＜ 1回やったことで学んだこととか，次
こうすべきだなって思った反省点とかは自分でまとめて
次に同じ間違いをしない＞（D）ことや，＜計画が思う
ように進まなくても，その目標達成に向けて，他の方法
を考える＞（B）ようにしていると話しているが，これ
はたとえば，学園祭のバザーで，1日目に売れ行きが良
くなかった商品を，2日目にどのように販売するのかを
短時間で検討・決断したり，プロジェクト体制を初年度
から次年度にかけて大きく変更したことなどの実践経験
がベースになっているようだ。

4.5.5. 回答から見えてきた課題
　同時に，国際的活動ならではの問題や，プロジェクト
マネジメント上の課題も指摘された。ヒアリングでは，
＜オンライン買い付けで，効果的なインパクトを生むこ
との難しさを感じた。輸入や飲食提供などに関しては法
的な制約も感じ，専門知識の必要性も実感した＞（G），
＜自分の同学年だけではないので連絡や意思疎通が大変
＞（F），＜仕事の偏り，締め切りを過ぎていたが督促し
ても答えてくれない学生がいたこと＞（A），＜引継ぎや

学園祭商材の管理方法が確立できていないこと＞（D），
＜特定メンバーにタスクが集中すること＞（A，G）と
の内省が見られた。
　この遠因として面接調査の回答者たちは，チーム内で
の情報格差と，プロジェクト活動に対する目的意識の低
下等を挙げている。チーム内での情報格差については，
＜（メンバーに対して）何で全然動いてくれないのかと
思ったりしていたけど，（メンバー側も）分からなかっ
たんだろう＞（A）と話す者や，＜上の子（4年生たち）
は理解できているけど，指示を受ける子は，背景を全然
知らなかったこととか結構ある＞（B）と話す人もいた。
筆者（石川）もプロジェクトへの従事年数や，連携先と
の連絡頻度，ミーティングへの出席回数等により，情報
を多く持っている人とそうではない人の差が大きいこと
を感じていた。情報格差があることを，情報を多く持つ
側は正しく認識できず，お互いが同じ理解度でプロジェ
クトを進めていると思い込んでいるため，差が埋められ
ないまま，指示を受けても動けない学生が生じた可能性
が高い。
　プロジェクト活動に対する目的意識の低下も垣間見ら
れた。＜分かりやすいものに執着しちゃいがちだなって
思ってて。例えば寄付金とかも，そこには全然違う目的
があるけど，結局目に見える数字が良ければそれで満足
しちゃう＞＜本当にそれがどう役に立っているのかって
いうのが，なんか実感できないみたいなのがあったかも。
＞（E）という声や，＜先生からも色々教えてもらった
し，成り立ちとか，タンザニアの教育の現状とかもプレ
ゼンすることができるんだけど他人事というか，自分の
中で噛み砕けてない感じ＞（D）という声が挙げられた。
これらの声の背景には，自分たちの活動が「さくら女子
中学校」の生徒たちにどのような影響があるのか，距離
的・時差的・言語的な壁もあり，実感を得ることが難し
かったことが考えられる。バザーで寄付した分のお金が
どのように使われたのかということが把握できなかった
り，さくら女子中学校の生徒のために自分が貢献できた
という認識を可視化しにくいことによって，「途上国の
女子の教育の拡充」という遠くて大きな最終目標よりも，
バザーで目標の寄付額を達成することや，日本語教室を
問題なく運営するといった目前のことが目的化したと考
えられる。

4.6. 考察
　ヒアリングと半構造化面接の結果から，国際間の地域
連携プロジェクトの経験により，語学力を凌駕する異文
化への高い適応度が育成され，途上国に対するアンコン
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シャスバイアスやステレオタイピングから解放されてい
る点，さらにそこから自らを高めようとするセルフ・リー
ダーシップが醸成され，もっと自分にできることをした
いと考えるようになったことは，評価できよう。
　また，「報告・連絡・相談」や「コミュニケーション」「チー
ムビルディング」などのマネジメント・スキルについて
は，プロジェクトに参画したことで，初めて直面したこ
とがわかる。学生時代の 2カ年で体得できるものではな
かったが，社会人となった現在，企業組織においてチー
ムの一員として働く彼らにとっては，学生時代に未熟で
はあっても挑戦してみた「計画立案力」「実践力」「統率力」
のスキルが，そのまま社会人として有用だと自覚してい
ることが分かった。
　こうしたことから，本プロジェクトが申請時において
期待した教育的効果である「目標に向かって多角的に考
えやり遂げる力」や「主体的に目標を設定する力」など
の社会人基礎力や，「社会に貢献する力」を高めること
においてもおおむね達成できているように思われる。
　一方で，調査を通して見えてきた課題は，目前のタス
ク達成が合目的化しがちだという指摘である。これは当
該プロジェクトに限ったことではなく，大きな変革を最
終目標とするプロジェクトにありがちなことである。特
に，多様なプレイヤーが協働する場合には，共通のアジェ
ンダを持っているようで，実は細部では個々の目的が違
うこともある。それぞれのプレイヤーの強みを統合する
ためには，思惑や目的の違いはある程度許容されるべき
であろうが，それを看過すると同床異夢になる危険もあ
り，注意が必要だ。
　連携の落とし穴については，社会イノベーションの領
域でも近年強く意識されいる。2011年 ,ハンリーブラウ
ンらは，「コレクティブ・インパクト」という考え方を
初めて提唱した。これは「共通のアジェンダ」に向かっ
て多様な組織がそれぞれの強みを活かして協働すること
で，複雑で構造的な社会課題に対し大規模かつ変化を起
こしうるという主張で，格差解消や貧困撲滅，温暖化対
策などに取り組む人々から大きな注目を集めた。
　しかし，そうしたコレクティブ・インパクトが成立す
るには 5つの条件があり，ステイクホルダー全員が「共
通のアジェンダ」を共有し，それぞれが共通認識と合意
をもって活動できること，各ステイクホルダーの取り組
みの成果を「共通の測定システム」で可視化して説明責
任を果たすこと，それぞれの組織の独立性と同時に「相
互に補強し合う取り組み」によって協調性が保たれてい
ること，「継続的なコミュニケーション」によって多数
のプレイヤー間で信頼関係・共通目標・動機の確認が行

われること，ステイクホルダーの個々の「活動をサポー
ト」しつつ全体を俯瞰してコーディネートする「バック
ボーン組織」が必要だとしている（ハンリーブラウンほ
か，2023）。
　本稿で取り上げた「タンザニア女子中学校支援プロ
ジェクト」は，「活動をサポートするバックボーン組織」
であるキリマンジャロの会と，社会貢献活動として協力
する複数の民間企業との間で，「相互に補完し合う取り
組み」や「継続的なコミュニケーション」が比較的成立
しているし，SDGsゴール５の「女子・女児のエンパワ
メントとゴール４の「質の高い教育」と合致する「さく
ら女子中学校」を応援しようという「共通のアジェンダ」
についても誤解なく共有されていることから，5条件の
うち 4つについてはおおむねうまく行っているように見
える。
　しかし，その壮大な「共通のアジェンダ」に向かうた
めに，この連携の集合体において，本学プロジェクトは
どういう位置づけで，その中で，学生たちのどんな強み
をどのように活かして，共通アジェンダの実現に向かう
かということについては，まだ十分に検討されていない。
バザーや日本語教室の遂行という目前のタスクをこなす
ことに精一杯で，「共通のアジェンダ」とこれらのタス
クとをつなぐ「ロードマップ」が未整備なのである。自
らのロードマップをもっていれば，図 3に示された連携
図に「相互に補完しあう取り組み」が書き込めることだ
ろう。そうなって初めて，互いの活動成果を可視化する
ための「共通の測定システム」づくりにも着手できると
思われる。
　「タンザニア女子中学校支援プロジェクト」は，中塚・
小田切（2016）の 4分類でいえば，➀交流型，もしくは
➁価値発見型の段階にある。今後，教育を通した女児の
エンパワメント強化という最終目標に向かって，➂課題
解決型や➃知識共有型へと発展・成長させるには，上述
の「コレクティブ・インパクト」の 5条件がヒントにな
るかもしれない。「共通のアジェンダ」を深く理解する
ことによって「専門性」を向上させることができるし ,

そのこと自体が教育効果を高めることにもなろう。また ,

連携組織間の「相互補完性」の強化に取り組むことで，
必然的に自らを含む個々の組織や活動地域の「当事者意
識」が高まり，より明確なロードマップの設定が可能と
なろう。学生たちがより高い専門性を獲得し，連携先組
織や活動地域の当事者意識を向上させる触媒になること
によって，地域課題に対してより実効性の高い➂，ひい
ては➃のタイプに発展していくことが望まれる。
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5. まとめ
　本稿では，昭和女子大学が近年強化してきた社会貢献・
地域連携活動について概観し，学生が中心になって活動
した学外組織との連携プロジェクトについて過去 10年
間の推移を考察するとともに，連携プロジェクトの一つ
である「タンザニア女子中学校支援プロジェクト」を取
り上げ，活動内容と参加した学生がその教育的な効果を
どのように認識しているかについて調査を行った。
　その結果，本学における学外連携プロジェクトの多く
は半数以上が地域課題に取り組むタイプであること，ま
た，それら地域連携プロジェクトにおいては政府・自治
体・外郭団体，商店街など業界や民間企業との連携が８
割を占めていること，また，活動内容面では，学生の専
門性や地域の当事者意識がそれほど高くなくても取り組
める「交流型」や「価値発見型」が多いことが分かった。
　「タンザニア女子中学校支援プロジェクト」の事例で
は，参加学生の多くが社会人基礎力の様々な要素を学生
時代の PBLにおいて伸長させることができたと認識して
おり，その力は，社会人１年生となった現在，即効性を
もって有用であることが分かった。このことから，大学
教育における経験学習の効果はかなりの程度達成できた
と思われる。
　一方で，プロジェクト遂行の目前のタスクをこなすこ
とにとらわれるあまり，地域課題そのものの解決に自ら
の活動をどう関連づけるかというロードマップが未整備
であることが窺え，それは地域連携課題に対する学生た
ちの専門性がいまだ不十分であることが遠因と推測され
る。
　今後の大学教育において，地域連携プロジェクトを「課
題解決型」「知識共有型」などよりインパクトの強いも
のに発展・成長させるには，「コレクティブ・インパクト」
の 5条件のうち，「共通アジェンダ」の個別落とし込みと，
組織間の「相互補完性」をいかに認識・調整していくか
がカギであると考察され，それによって「当事者の専門
性」や「地域の当事者意識」が高められれば，より実効
性のある社会インパクトとより大きい教育効果とを備え
た連携プロジェクトの出現が期待できよう。
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利益相反
　筆頭著者の今井章子は，昭和女子大学の教員として「タ
ンザニア女子中学校支援プロジェクト」の顧問を務めて
おり，同時に，中核的支援団体である「一般社団法人キ
リマンジャロの会」の常務理事である。プロジェクトに
参加した学生の自己評価調査やその分析においては，連
携先としての期待や希望が入ることのないよう，調査は
共同執筆者である石川ひかり，市川真珠が担当した。現
在両名は本学卒業後に同会に入会しているが，調査はあ
くまでも学生時代の成長を振り返るものであり，また調
査結果が「キリマンジャロの会」に実利実害を与えない
性質のものであることから，特段の利益相反は生じない
と考えている。

（注）大学生のジェネリックスキルを測定する「PROG」
は，学校法人河合塾と株式会社リアセックが共同で開発
し，2012年 4月にスタートした。2024年 3月末時点で
全国の大学，短大での利用は累計で 554校，受検者数は
累計で 180.1万人。測定は，リテラシーテストとコンピ
テンシーテストから成る。
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附表 1-1．　ヒアリングにおける質問紙
質問紙１：ヒアリングの質問項目一覧
【連携体験➀】
このプロジェクトを通して 社会人と接する機会があり
ましたか 

＊上記に関する印象的な出来事やエピソードがあれば , 

記載して下さい。
このプロジェクトを通して社会人の考え方を知る機会が
ありましたか 

＊上記に関する印象的な出来事やエピソードがあれば , 

記載して下さい。
このプロジェクトを通してプレゼンの考え方 , 資料の作
り方を知る機会がありましたか 

＊上記に関する印象的な出来事やエピソードがあれば , 

記載して下さい。
このプロジェクトを通して計画の立て方 , 実施の仕方が
身につきましたか 

＊上記に関する印象的な出来事やエピソードがあれば , 

記載して下さい。
このプロジェクトを通して報告・連絡・相談の仕方が身
につきましたか 

＊上記に関する印象的な出来事やエピソードがあれば , 

記載して下さい。
このプロジェクトを通して , メンバーマネジメントの仕
方が身につきましたか 

＊上記に関する印象的な出来事やエピソードがあれば , 

記載して下さい。
プロジェクト活動で最も印象に残っていることは何です
か
プロジェクト活動（または目標）に対して限界や苦労を
感じたことは何ですか
プロジェクト活動に対してこうすればよかったと感じて
いることは何ですか
連携に関して大学 , 連携先（マーサー , キリ会）により
期待することは何ですか

この質問群で付け加えたいことやコメント , または 印象
的な出来事やエピソードがあれば自由に記入してくださ
い。  

【連携体験➁ PROG】 

【親和力】相手の立場に立ち , 思いやりを持ち , 共感的に
接することができる／また多様な価値観を柔軟に受け入
れることができるが身についたと思いますか
【協働力】お互いの役割を理解し , 情報共有しながら連
携してチーム活動することができる。また , 時には自分
の役割外のことでも進んで助ける力が身に着いたと思い
ますか
【統率力】どんな場・どんな相手に対しても臆せず発言
でき , 自分の考えをわかりやすく伝える／またそのこと
が議論の活性化につながることを知っており , 周囲にも
それをするよう働きかける力が身に着いたと思いますか
【感情制御力】自分の感情や気持ちをつかみ , 状況にあ
わせ言動をコントロールする／また落ち込んだり , 動揺
したりした時に , 独自で気持ちを立て直す力が身に着い
たと思いますか
【自信創出力】他者と自分の違いを認め , 自分の強みを
認識する／また , 「やればなんとかなる。自分がやるな
ら大丈夫」と自分を信頼し , 奮い立たせる力が身に着い
たと思いますか
【行動持続力】一度決めたこと , やり始めたことは粘り
強く取り組みやり遂げる／またそれは自分が自分の意
思・判断で行っていることだと納得をして取り組む力が
身に着いたと思いますか
【課題発見力】さまざまな角度から情報を集め , 分析し , 

本質的な問題の全体を捉える／また原因は何なのかを特
定し , 課題を抽出する力が身に着いたと思いますか
【計画立案力】目標の実現や課題解決に向けての見通し
を立てる／また , その計画が妥当なものであるか , 一貫
した関連性があるものかを評価し , ブラッシュアップす
る力が身に着いたと思いますか

https://swu.repo.nii.ac.jp/record/1486/files/KJ00008492279.pdf
https://swu.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=6441&file_id=22&file_no=1
https://swu.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=6441&file_id=22&file_no=1
https://swu.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=6441&file_id=22&file_no=1
https://www.jstage.jst.go.jp/article/arp/35/1/35_6/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/arp/35/1/35_6/_pdf/-char/ja
https://www.unicef.or.jp/sowc/pdf/UNICEF_SOWC_2023_table11.pdf
https://www.unicef.or.jp/sowc/pdf/UNICEF_SOWC_2023_table11.pdf
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【実践力】幅広い視点からリスクを想定し , 事前に対策
を講じる／また , 得られた結果に対しても検証をし , 次
回の改善につなげる力が身に着いたと思いますか
この質問群で付け加えたいことやコメント , または 印象
的な出来事やエピソードがあれば自由に記入してくださ
い。  

【異文化経験】
タンザニア女子中学校支援プロジェクトに参加する前
は , どのような異文化経験がありましたか？（複数回答
可）
【期待】タンザニアに関わるプロジェクトに参加するこ
とになったころ , どんなことを学びたい・身に着けたい
と考えていましたか？
そのことは , 実際にプロジェクトに参加してみて , 学べ
ましたか・身に付きましたか？（別のことが身に着いた
場合はそれも書いてください）。
【懸念】タンザニア・プロジェクトに参加するにあたり
不安だったことは？
その不安について , 参加したみて , あるいはプロジェク
トが終わったあと , どう思いましたか？
　
【異文化経験　AAC&U Benchmark】
【AAC&U Benchmark】「異文化」認識についてあなたの
感覚に近いものを選んでください
【AAC&U Benchmark】  「共感」についてもっともあなた
の感覚に近いものを選んでください。
【AAC&U Benchmark】  国際社会と文化の関係について , 

もっともあなたの感覚に近いものを選んでください。
【AAC&U Benchmark】  言葉や表情・態度によるコミュニ
ケーションについて , あなたの感覚にもっとも近いもの
を選んでください。
【AAC&U Benchmark】  異文化に直面して生じた「好奇心」
について , あなたの感覚に最も近いものを選んでくださ
い。
【AAC&U Benchmark】  あなた自身の心の「開放性」につ
いて , もっとも近いものを選んでください。
【AAC&U Benchmark】この質問群で付け加えたいこと , 

コメントがあれば自由に記入してください。
　
【最後に】これまでの質問群で付け加えたいことやコメ
ント , または印象的な出来事やエピソードがあれば自由
に記入してください。 

附表 1-2.　面接調査における質問紙
質問紙２：自分が半構造化面接の際の共通質問項目（社
会人となってからの有用性）
質問１  異文化（海外）との交流という観点でこ

のプロジェクトを通して , 印象に残ってい
る出来事はありますか？

関連質問 印象に残っている理由。異文化交流の難
しさは何か。学びは何か。社会人になる
にあたり活かせたことは何か。

質問２ このプロジェクトを通して一番力が身に
着いたことを , （株）リアセック開発のコ
ンピテンシー評価テスト「PROG」が定め
る能力に当てはめて , １～３位の優先度で
お答えください。

関連質問 それが身に着いたのは , 具体的にどの活動
経験からか。社会人になってから役立っ
たことは何か。

質問３ このプロジェクト経験を通して , 社会人
になって活かせた具体的な力はなんです
か？

関連質問 具体的な経験 , 感想。今 , どの場面で活き
ているか , 具体的にプロジェクトのどの活
動でそれを学んだか , など。

 附表 2．PROGで定めるコンピテンシー項目
大分類 中分類 中分類の説明
対人
基礎力

親和力 相手の立場に立ち、思いやりを持ち、
共感的に接することができる。また多
様な価値観を柔軟に受け入れることが
できる

協働力 お互いの役割を理解し、情報共有しな
がら連携してチーム活動することがで
きる。また、時には自分の役割外のこ
とでも進んで助けることができる

統率力 どんな場・どんな相手に対しても臆せ
ず発言でき、自分の考えをわかりやす
く伝えることができる。またそのこと
が議論の活性化につながることを知っ
ており、周囲にもそれをするよう働き
かけることができる

対自己
基礎力

感情制
御力

自分の感情や気持ちをつかみ、状況に
あわせ言動をコントロールできる。ま
た落ち込んだり、動揺したりした時に、
独自で気持ちを立て直すことができる

自信創
出力

他者と自分の違いを認め、自分の強み
を認識することができる。また、「や
ればなんとかなる。自分がやるなら大
丈夫」と自分を信頼し、奮い立たせる
ことができる
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行動持
続力

一度決めたこと、やり始めたことは粘
り強く取り組みやり遂げることができ
る。またそれは自分が自分の意思・判
断で行っていることだと納得をして取
り組むことができる

対 課 題
基礎力

課題発
見力

さまざまな角度から情報を集め、分析
し、本質的な問題の全体を捉えること
ができる。また原因は何なのかを特定
し、課題を抽出することができる

計画立
案力

目標の実現や課題解決に向けての見通
しを立てることができる。また、その
計画が妥当なものであるか、一貫した
関連性があるものかを評価し、ブラッ
シュアップできる

実践力 幅広い視点からリスクを想定し、事前
に対策を講じる。また、得られた結果
に対しても検証をし、次回の改善につ
なげることができる

出典：学校法人河合塾・株式会社リアセック監修（2016）
「PROG白書 2016現代社会をタフに生き抜く新しい学力
の育成と評価」学事出版 , pp.116-117より該当部分を引用。


